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・全世界：新型コロナウイルスの流行状況 

新型コロナウイルスの感染者数は 7 月下旬までに約 1600 万人、死亡者数は約 65 万人にのぼってい

ます（米国ジョンホプキンス大学 2020-7-26）。感染者数は 1か月前（910万人）に比べて倍近くに増え

ており、世界的な流行はさらに拡大しています。最近は米国、ブラジル、インドで感染者数が多く、それ

ぞれの国で毎日 4 万人前後が発生し、約 1000 人前後の死亡者がみられます。また、冬を迎えた南半

球の南米諸国（ペルーやチリなど）、南アフリカでも流行が拡大しており、オーストラリアでもメルボルン

などで流行の再燃がおきています。なお、南半球でのインフルエンザ流行は 7 月中旬の時点でまだ発

生していません（WHO influenza 2020-7-20）。 

日本の外務省は海外感染症危険情報を 7 月 21 日に発出し、17 か国をレベル３（渡航中止勧告）に引

き上げました（外務省安全センターホームページ 2020-7－21）。この結果、渡航中止勧告が発出され

ている国は 140 か国以上にのぼっています。一方、日本政府は、感染状況が落ち着いている国との間

で、ビジネス渡航を再開するビジネストラック事業を開始しています。 

https://www.mhlw.go.jp/content/000648089.pdf 

この事業は出国前に自国で新型コロナウイルスの PCR 検査を受け、陰性証明書を持参した者を渡航

させる方法です。ベトナム、タイとの間では交渉が既に成立していおり、今後、東アジアや東南アジア

諸国と外交折衝を進める予定です。 

・全世界：動物由来のインフルエンザウイルス患者の発生 

動物由来のインフルエンザウイルスは、ヒトに感染すると新型インフルエンザとして流行する可能性が

あります。WHOの報告では、今年 5月以降、中国で鳥インフルエンザウイルス H9N2の患者が 2名（い

ずれも小児）、ドイツでブタインフルエンザウイルス H1N1の患者が 1名（小児）発生し、いずれも回復し

ました（WHO outbreak news 2020-7-10） 。ブラジルでは今年 4月に 22歳女性がブタインフルエンザウ

イルス H1N2 に感染し、オセルタミビルの投与で回復しました（WHO outbreak news 2020-7-9）。WHO

https://www.mhlw.go.jp/content/000648089.pdf


は、これらのウイルスが新型インフルエンザとして流行する可能性は低いとコメントしています。 

・アジア：シンガポールでデング熱患者数が増加 

今年はシンガポールでデング熱患者数が増加しており、7 月中旬までに累積患者数が 1 万 5000 人を

越えました（WHO西太平洋 2020-7-16）。これは最近 10年間で最も多い数になります。死亡者も 20人

近く発生しています。シンガポールはこれからデング熱患者数が増える季節となるため、滞在中は蚊に

刺されない十分な注意が必要です。なお、シンガポール以外の東南アジア諸国では例年よりもデング

熱患者数が少なくなっています。 

・アジア：台湾の台北周辺で日本脳炎が流行 

台湾の台北周辺で日本脳炎の患者が今年は16人発生しています（Outbreak News Today 2020-7-21）。

台湾は日本脳炎の流行地域であるため、同国に長期滞在する際は日本脳炎ワクチンの接種を受けて

おくことを推奨します。 

・ヨーロッパ：スイスでダニ媒介脳炎患者が増加 

スイスでダニ媒介脳炎の患者が今年は 215人確認されています（ProMED 2020-7-13）。これは昨年同

期の倍以上の数になります。同国ではダニ媒介脳炎が風土病として流行しており、小児などにワクチ

ン接種が行われていますが、今年は新型コロナ流行の影響でワクチン接種率が低下している模様で

す。 

・アフリカ：コンゴでエボラ熱とペストの流行 

コンゴ民主共和国北西部にある赤道州で 5 月下旬からエボラ熱の流行が発生しています。7 月中旬ま

でに患者数は 65 人以上にのぼり、うち 29 人が死亡しました（WHO アフリカ地域事務所 2020-7-24）。

一方、WHOは、同国の北東部で 2018年から発生していたエボラ熱の流行が終息したことを発表しまし

た（WHO statement 2020-6-28）。この流行で 3400人以上の患者が発生し、約 2200人が死亡していま

す。なお、同国北東部では 6 月中旬からペストの流行が発生しており、7 月中旬までに 45 人の患者（9

人死亡）が確認されました（WHO outbreak news 2020-7-23）。このうち 9人は感染力の強い肺ペストを

発症していた模様です。 


